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	█決算を受けての FISCOアナリストコメント

・�2026 年 3月期は金融や公営競技向け受注、データ活用基盤構築が好調に推移し、売上高・利益ともに
５期連続で過去最高益を更新した。それぞれ、期初予想を上回り、中期経営計画の最終年度目標を 1年
前倒しで達成するなど非常に強い成長トレンドを示している。

・�同社は基幹・社会インフラ市場を中心にデータの利活用を提案している。過去の売上高をみると、直近
5年間のCAGR（年平均成長率）は 6.3％である。これはそれ以前の 5年間のCAGRと比較し約 2倍と
なっている。とりわけDX関連の CAGRは 9.1％と大きな伸びとなっている。同社は「DXブーム」を
追い風とする一時的結果ではなく、基幹・社会インフラ市場にコミットしてきた結果であるとしている。

・�市場環境は極めて良好であると言えよう。世界の総データ量は過去 10 年で 11 倍と拡大している。と
りわけ同社は基幹・社会インフラという業務データの発生源に注力していることも強みである。また
データ活用は景気に左右されにくい「構造的な投資」になっていることも同社の安定的な成長を後押
ししよう。

・�同社の強みは「独立系 SIer」で資本系列にとらわれない中立的な立場から顧客にデータ利活用をワンス
トップで提案ができることである。提案力の高さは年間売上高が1 億円以上の大型顧客数が5 年間で1.8 
倍に増加していることからもうかがえる。また金融・公共など基幹・社会インフラ向けのとりわけ高い
技術力を求められる品質基準をクリアすることで、医薬、医療、小売、外食など幅広い業種への展開が
可能となっている総合力も評価できよう。

・�2027 年 3月期も通期で過去最高更新を見込み、売上高 179 億円、営業利益 21.5 億円を計画している。
積極的な賃上げやオフィス環境整備などの人的投資を継続しつつも、生産性向上により営業利益率は
12%（0.4 ポイント改善）への上昇を想定する。

・�2026 年 3月期は前期比 4円増配の 37円、来期も 39円への連続増配（配当性向 35.4%）を予定している。
SIer として大規模な設備投資を必要とせず安定したキャッシュ創出力を持つため、機動的な自己株式取
得も含めた手厚い還元姿勢は企業価値向上に寄与する。 
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	█出演者

株式会社クロスキャット 山根 光則様代表取締役社長

株式会社クロスキャット 山下 智己様取締役常務執行役員
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	█決算説明

2026年3月期決算説明会
株株式式会会社社ククロロススキキャャッットト（（東東証証ププラライイムム 証証券券ココーードド：：22330077））
2026年5月29日

■クロスキャット　山根様
これより株式会社クロスキャット 2026 年 3 月期の決算説明会を始めさせていただきます。

目次

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved. 2

【第1部】 代表取締役社⾧ 山根光則

2026年3月期決算ハイライトおよび成⾧戦略

【第2部】 取締役常務執行役員 山下智己

2026年3月期決算概要

… P3 ～ 10

… P11 ～ 20

本日の要旨をご説明いたします。初めに、第 1 部「決算ハイライト及び成長戦略」につきましては私、代表

取締役社長の山根から、第 2 部「決算概要」につきましては取締役常務執行役員の山下よりご説明いたします。
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【第1部】
2026年3月期決算ハイライトおよび成⾧戦略

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved.

それでは、2026 年 3 月期決算のハイライト及び当社の成長戦略についてご説明いたします。

4

1．2026年3月期 決算のハイライト

 金融、公営競技・スポーツ振興くじ向け・データ活用基盤構築における受注
が拡大し、前年同期比で増収増益

 売上高及び各利益において5期連続して過去最高を更新
 中計の最終年度の収益性に関連する財務目標数字を１年前倒しで達成

 金融、公営競技・スポーツ振興くじ向け・データ活用基盤構築における受注
が拡大し、前年同期比で増収増益

 売上高及び各利益において5期連続して過去最高を更新
 中計の最終年度の収益性に関連する財務目標数字を１年前倒しで達成

2026年3月期
業績概要

2026年3月期
業績概要
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2027年3月期
業績見通し
2027年3月期
業績見通し

 上期は、前期に投資有価証券売却益が計上されたことの反動減により、親会
社株主に帰属する中間純利益は減益となる見込みであるものの、売上高・営
業利益・経常利益は増収増益を見込む

 通期は、売上高・営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益す
べてで過去最高を更新し、増収増益を見込む

 人的資本の投資を中心に積極的な成⾧投資は継続

 上期は、前期に投資有価証券売却益が計上されたことの反動減により、親会
社株主に帰属する中間純利益は減益となる見込みであるものの、売上高・営
業利益・経常利益は増収増益を見込む

 通期は、売上高・営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益す
べてで過去最高を更新し、増収増益を見込む

 人的資本の投資を中心に積極的な成⾧投資は継続

株主還元株主還元  26/3期は業績好調に伴い、前期比４円増配の37円、配当性向34.3％
 27/3期も事業成⾧を見込み、２円増配の39円、配当性向35.4％を計画
 26/3期は業績好調に伴い、前期比４円増配の37円、配当性向34.3％
 27/3期も事業成⾧を見込み、２円増配の39円、配当性向35.4％を計画

2026 年 3 月期の決算のハイライトですが、SI 分野において金融、公営競技、スポーツ振興くじ向けの受注が

拡大するとともに、DX 分野ではデータ活用基盤構築などが好調に推移し、前期比で増収増益となり、5 期連

続して売上高及び各利益の過去最高を更新いたしました。期初予想との比較でも、売上及び利益ともに当初の

見込みを上回り、中期経営計画の最終年度の収益性に関連する財務目標数字を 1 年前倒しで達成しております。

次年度の業績見通しについては、主要事業領域及びデータ基盤構築などの受注が堅調に推移することで、通期

において、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益すべてで過去最高となる増収増益

を見込んでおります。

株主還元については、2026 年 3 月期の配当を前期比 4 円増配し、37 円といたしました。また、次年度の配

当は 2 円増配し、39 円を予定しております。
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2-1．当社が主戦場としてきた事業領域

直近、5年の売上高平均成⾧率は、その前の成⾧率の2倍に
売上高全体：6.3%、SI関連：5.9%、DX関連：9.1%

データ活用
×

基幹・社会インフラ
により成⾧加速

基幹・社会インフラ向けシス
テム開発を軸に事業展開

データ利活用・BI領域
が拡張し、DX拡大

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved.

→基幹・社会インフラ×データを主戦場にした構造的な成⾧の20年

2005 2010 2015

SI
DX

このように、近年強い事業成長を実現しており、5 年平均の売上高成長率は、その前の 15 年間の成長率と比

較し、2 倍となっております。グラフは過去 20 年の長期の売上高の成長実績となります。当社は、基幹・社

会インフラ×データ利活用を主戦場として、過去 20 年にわたり事業を拡大してきました。特に注目いただき

たいのは、成長率が 2 倍となり、急激に成長している直近 5 年です。全体売上の CAGR（年平均成長率）は 6.3

パーセントですが、DX・データ活用領域は 9.1 パーセントと明確に成長が加速しています。これは、DX ブー

ムに一時的に乗った結果ではなく、日々の業務の中で発生する膨大なデータが蓄積される基幹・社会インフラ

領域を押さえてきた結果、データ活用、AI の拡大局面で成長が顕在化していると考えています。

業務管理
（在庫・記録）

6

(単位：ZB)(単位：ZB)

2 5 7 9 13 16 18 26 33 41
64

79
97

120

147

181

※出典：Statista, 2025/11

オンプレミス環境

データ分析・
可視化

KPI管理・
レポーティング

経営判断の
高度化リアルタイム

意思決定

需要予測
計画最適化

1990年代

2000～2010年代

2020年代

リスク管理

業務最適 全社最適

10年間で11倍

※１ZB=10 GB

データ量の爆発的増加と活用領域の進展によるIT投資の持続成⾧

世界の総データ量の拡大 データ活用領域の進展

クラウド環境

AI利活用

当社はこの中でも業務データの発生源（基幹・社会インフラ）が主要領域

2-2．当社を取り巻く事業環境の変化

12
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次に、当社が注力するデータ活用領域を取り巻く市場環境についてご説明いたします。ご覧の通り、世界のデー

タ量はこの 10 年で約 11 倍に増加し、企業活動におけるデータの重要性は飛躍的に高まりました。加えて、デー

タ活用の対象も、従来の業務管理や可視化にとどまらず、AI 利活用による需要予測やリアルタイムな意思決定、

経営判断の高度化へと広がっています。今やデータは企業活動にとって必要不可欠な経営資源と言えます。

重要なのは、データ活用は景気に左右されにくい構造的な投資になっている点です。当社は、この DX 市場の

中でも、日々の業務の中で発生する膨大なデータが蓄積される基幹・社会インフラ領域、それを主戦場として

おります。つまり、データ活用や AI の利用が本格化すればするほど、最も恩恵を受けやすいポジションにい

るということです。
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業務ノウハウ×データ活用によって、データの真価をお客様から引き出し、ビジネスを最大化

3-1．データを起点とした当社の事業展開について

お客様の事業成⾧に貢献

データ利活用需要を取り込む総合力 継続的な顧客・案件を生み出す仕組み

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved.

IT業界で
先駆的に取り組んできた
⾧年にわたるBIビジネス実績

データ活用

金融・公共分野など
社会インフラ系

大型システム開発で蓄積

業務ノウハウ データ活用で
新たな価値創出

このようにデータ活用が重要性を増す中で、当社がどのようなアプローチで事業を展開しているかのご説明

をいたします。当社の強みは、業務理解を起点にデータ活用を継続的な成果へと発展させる点にあります。

スライドの左側が、当社のビジネスの基盤となる業務ノウハウになります。当社は、金融や公共などの社会

インフラ分野を中心に、日々の業務の中で発生する膨大なデータが蓄積される基幹システムの設計、運用を

長年担ってきました。こうした現場で培った業務ノウハウをもとに、右側のデータ活用へと取り組みを広げ

ています。業務理解に基づく高品質なデータ基盤を構築できるからこそ、BI や AI といった高度なデータ活

用を現場に定着させることができます。ここが、データ分析専門企業や一般的な SIer、SaaS 企業との決定的

な違いと言えます。

こうした考え方を体系化したものが、当社独自の DX 推進支援フレームワーク「CC-Dash」です。CC-Dash

では、業務データの整備から BI、分析、AI へと段階的に取り組みを広げ、お客様のデータから新たな価値

を生み出し、ビジネスの最大化に貢献しています。その結果、案件の領域や規模が拡大し、持続的な事業成

長につながっています。続いて、この事業成長を支えている当社の総合力と仕組みについて説明します。
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広範な業種に拡大するデータ利活用需要を取り込む総合力

独立系SIerとしての強み データ利活用需要の拡大

 金融・公共など厳しい品質基準を満たす技術力

 中立な立場からの柔軟な提案

 業種横断の業務ナレッジ

医薬

小売外食

医療不動産

アミューズメント

 AI利活用のためのデータ整備

 データの利用価値の向上

 大規模クラウド環境構築ノウハウ

ワンストップで対応できる総合力で広範な需要に対応

3-2．当社の事業展開を支える強みと体制

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved.

データの発生 データ利活用

こうした事業アプローチを実行できている背景として、当社ならではの強みと体制があります。当社は独立系

SIer として、特定の製品や資本系列に縛られない立場で事業を行っています。そのため、業界やツールを問わず、

お客様にとって最適なデータ利活用の組み合わせを提案できる点が当社の強みです。厳しい品質基準を求められ

る金融や公共領域において、複雑な業務ノウハウを理解し、長年開発・運用実績を積み重ねています。また、医薬、

小売、外食、医療など幅広い業種でのデータ活用実績が、業種横断での業務ナレッジの蓄積に寄与しています。

結果として、当社はデータの発生から利活用まで対応できるワンストップの総合力で、他社とは異なったポジ

ショニングを取れています。幅広い需要に対応していることで、景気耐性の高い成長につながっています。

2020 2025
9

業務システムの構築からの関与が高品質なデータ活用と顧客の成⾧サイクルを生み出す

3-3．継続的な成⾧を生み出す顧客との関係性

高品質な
業務データ
の蓄積

データ活用
・AI高度化

案件の拡張

業務・基幹
システムへの
深い理解

顧客データの
蓄積・循環

安
定
重
要
顧
客

年間1億円以上の顧客数が

5年間で1.8倍に

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved.

業務理解に根ざしたデータ循環による成⾧モデル

次に、こうした強みと体制がどのように当社の持続的な成長につながっているのかをご説明いたします。当社

の成長は、新規顧客の獲得だけに支えられているわけではありません。より安定的かつ持続的な成長を実現で

きているのは、既存顧客との長期的な関係深化です。当社は、単なるデータ活用支援にとどまらず、その源泉

となる業務・基幹システムの設計・構築段階から関与することで、お客様の業務に対する深い理解と高品質な

データ蓄積を実現しています。さらに、蓄積されたデータを活用し、高度な分析や AI 活用へと展開することで、

提供価値を継続的に高度化しています。
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その結果、案件は単発で終わることなく、単価・支援領域・取引期間の拡大へとつながる成長サイクルを形

成しています。こうした循環モデルにより、この 5 年間で年間 1 億円以上の顧客数は 1.8 倍に増加するなど、

当社の成長性と安定性をさらに高めています。新規顧客の獲得力に加え、既存顧客の成長を支えるこの循環モ

デルこそが、当社の構造的かつ持続的な成長基盤です。

10

基幹システム開発に基づく業務ノウハウを起点に、データ整備・活用に拡張した事例

3-4．事業モデルを裏付ける具体的な取り組み事例

独立行政法人家畜改良センター様新 規 顧 客

【OCI 上で統合データベース・Webシステム構築】

「牛個体識別台帳電算システム」刷新プロジェクト支援

牛個体情報の一元管理

情報連携の高速化

ラ イ フ カ ー ド 株 式 会 社 様既 存 顧 客

「顧客交渉履歴システム」刷新プロジェクト支援

【OCI※を活用したクラウド移行】

システムのレスポンスタイム 1/7に短縮

顧客対応の迅速化・業務効率の向上

※ OCI：Oracle Cloud Infrastructure

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved.

こうした成長モデルが実際のビジネスの現場でどのように実現されているのか、最後に具体的な事例をご紹介

します。いずれの事例も、基幹システム開発に基づく業務ノウハウを起点に、データ活用支援に展開している

点が共通しています。

まず、既存のお客様であるライフカード株式会社様の取り組みをご紹介します。金融領域の事例となりますが、

顧客交渉履歴システム刷新プロジェクトにおいて、オンプレミス環境からクラウド環境への移行を支援しまし

た。当社は長年にわたり本システムの保守を担当し、安定稼働に貢献してきました。こうした実績に加え、現

行システムへの高い理解度を活かし、クラウド移行に伴うリスクを最小化できる提案が評価され、今回の受注

につながっています。今回の刷新の結果、レスポンスタイムを従来の 7 分の 1 に短縮するなど、業務の迅速

化、効率化に大きく貢献しています。数十億件規模のデータを扱うプロジェクトでしたが、綿密な計画と技術

力により、障害発生 0 でのリリースを実現しました。これにより、業務データを継続的に活用できる基盤が整っ

ています。

次に、新規のお客様となる独立行政法人家畜改良センター様の取り組みをご紹介します。公共領域の事例とな

りますが、個体識別台帳電算システムの刷新プロジェクトです。約 20 年にわたり運用されてきたシステムを、

クラウド移行と併せて統合データベースおよび Web システムを構築いたしました。当社のオラクル・クラウド・

インフラストラクチャー（OCI）の構築や統合データベース構築における豊富な実績を活かした提案が評価さ

れ、今回の受注につながっています。今回の刷新により、データの一元管理と業務効率化、高度化を実現する

とともに、食の安全、安心を支える社会インフラとして、将来的な拡張性や保守性の向上も図っています。

このように、当社は、金融・公共領域を中心に、業務データの正確性と継続性を前提とした基盤整備を通じて、

業務高度化と価値創出を実現しています。こうした事例の積み重ねが、当社の顧客成長モデルの再現性を支え

ています。
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データの価値は今後さらに高まっていきます。クラウドや生成 AI といった技術進化により、データは貯める

ものから使い続ける資産へと変わっています。当社は、その土台となる基幹システムの開発、業務データの利

活用に長年取り組んできました。このポジションを生かし、今後も中長期的な成長を目指してまいります。

以上をもちまして、決算ハイライト及び成長戦略に関するご説明を終了させていただきます。続きまして、決

算の概要につきまして、取締役常務執行役員の山下よりご説明させていただきます。

11

【第2部】
2026年3月期決算概要

Copyright（C）2026 Cross Cat Co.,Ltd All Rights Reserved.

■クロスキャット　山下様
取締役常務執行役員の山下でございます。それでは、2026 年 3 月期決算の概要についてご説明いたします。

12

4-1. 2026年3月期 決算の概要（連結）

• 売上高は金融、公営競技・スポーツ振興くじ向けを中心に好調に推移したことにより期初予想を上回る結果となった
• 利益では、人的資本への投資を積極的に実施し、費用増となったものの、増収による増益が上回り、

期初予想を上回る結果となった
• 前期比でも増収増益となり5期連続で過去最高の売上高及び利益を達成

2026年3月期2025年3月期
実績期初予想※実績

増減率
（予想比）

増減率
（前期比）売上比金額売上比金額売上比金額

1.36.9100.017,314100.017,100100.016,194売上高

0.46.023.54,07723.74,06023.83,846売上総利益

△3.12.711.92,06312.52,13012.42,009販管費

4.49.711.62,01411.31,93011.31,836営業利益

2.77.611.82,04311.61,99011.71,898経常利益

6.513.212.22,12011.61,99011.61,872税金等調整前当期純利益

11.914.88.71,5117.91,3508.11,316親会社株主に帰属する
当期純利益

(百万円、％)
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まず、損益計算書につきまして、前期比を中心にご説明いたします。米国の通商政策や中東情勢をはじめとす

る地政学リスクによる景気の下振れリスク、物価上昇の継続など、先行き不透明な社会経済環境の中、連結ベー

スで売上高は、金融、公営競技・スポーツ振興くじ向けが好調に推移し、173 億 1,400 万円と前期比で 6.9 パー

セントの増収となりました。利益面では、営業利益は 20 億 1,400 万円、経常利益は 20 億 4,300 万円、税金

等調整前当期純利益は 21 億 2,000 万円、当期純利益は 15 億 1,100 万円と、各利益ともに前期比で増益とな

りました。これは主に、増収に伴う売上総利益の増加によるものです。
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続きまして、期初予想との比較ですが、売上高、利益ともに予想を上回り、売上高は 1.3 パーセント、売上総

利益は 0.4 パーセント、営業利益は 4.4 パーセント、経常利益は 2.7 パーセント、税金等調整前当期純利益は

6.5 パーセント、当期純利益は 11.9 パーセントの上振れとなりました。

主な要因は、増収の影響に加え、賃上げを実施しつつも効果的な販管費の使用等による費用の抑制、投資有価

証券の一部を売却したことによる投資有価証券売却益の発生などが挙げられます。

13

4-2. 業種別売上高
• 金融、公営競技・スポーツ振興くじ向けが好調に推移、官公庁・自治体・公共企業向けも前期並みに推移
• その他事業では不動産向けにてDX関連サービスが大きく伸⾧
• クレジット向けは前期に開発が集中していた反動により減少

2,344
2,535

5,327

1,490

682
1,141

499
145

2,027
1,755

3,149

5,264

1,500 1,240 1,154

433 167

2,647

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

クレジット 金融 官公庁・自治
体・公共企業

製造 公営競技・ス
ポーツ振興くじ

通信 流通 報道出版 その他

2025年3月期 2026年3月期

(百万円)
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次に、業種別売上高について前期比でご説明いたします。業種別売上高では、金融分野において銀行案件が伸

び、31 億 4,900 万円と 24.2 パーセントの増加となりました。また、公営競技・スポーツ振興くじ分野は 12

億 4,000 万円、前期比 82 パーセント増と非常に好調に推移しました。また、その他分野では、26 億 4,700

万円と 30.6 パーセントの増加となりました。不動産デベロッパーや水産等、さまざまな業種からの受注が拡

大しております。一方、クレジット向けは 17 億 5,500 万円と 25.1 パーセントの減少となりました。これは、

前期に大型案件の開発が集中していた反動などによるものとなります。



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026 年 5月29日（金）株式会社クロスキャット
2307  東証プライム

10 15 11 15

14

4-3. 業種別売上高 構成比

• 主要領域である金融向けにおいて銀行業務システムの保守サービス等の受注が好調に推移し、構成割合が増加
• 主要分野である金融、クレジット、官公庁・公共企業向けが引き続き約6割を占める

官公庁・公共企業
32.9%

金融
15.7%クレジット

14.5%

製造
9.2%

通信
7.0%

公営競技・
スポーツ振興くじ

4.2%

流通
3.1%

報道出版
0.9%

その他
12.5%

官公庁・公共企業
30.4%

金融
18.2%クレジット

10.1%
製造
8.7%

通信
6.7%

公営競技・
スポーツ振興くじ

7.2%

流通
2.5%

報道出版
1.0% その他

15.3%

2025年3月期 2026年3月期
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次に、業種別売上高の構成比についてご説明いたします。主要領域では、前期比で売上全体の 15.7 パーセン

トであった金融向け事業は、銀行業務システムの保守サービスなどの受注により 18.2 パーセントに伸長し、2.5

ポイントの増加となりました。引き続き、当社の売上構成割合は、約 6 割がクレジット、金融、官公庁・公

共企業向けとなっております。また、それ以外では、売上全体で 4.2 パーセントだった公営競技・スポーツ振

興くじ向け事業は受注が大きく拡大し、7.2 パーセントに伸長し、3 ポイントの増加となりました。

15

4-4. 事業別売上高

• 「コア事業」を支える金融、公営競技・スポーツ振興くじ向けシステム開発が好調に推移
• BIビジネスでは、データ活用基盤構築等の受注が大きく伸⾧し、成⾧を加速

(百万円)

13,957 14,820 

1,352 
1,621 

853 
840 31 
32 16,194 

17,314 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2025年3月期 2026年3月期

スタッフサービス
その他
BIビジネス
システム開発
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次に、事業別売上高についてご説明いたします。コア事業であるシステム開発は、148 億 2,000 万円と前期

比で 6.2 パーセント増加と好調に推移しました。BI ビジネスでは、データ活用、基盤構築等の受注が大きく

伸長し、16 億 2,100 万円、19.9 パーセント増加と大きく伸長しました。厳しい経済環境の中、両利きの経営

を実践することで、コア事業を中心に各事業が着実に増収するとともに、データ活用にかかる BI ビジネスの

増収が成長加速に貢献しております。
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4-5. 契約先別売上高

• メーカー系にて公営競技・スポーツ振興くじ向けが好調に推移
• SIer系にて金融向けが好調に推移

7,028 6,351 

4,802 5,302 

4,363 5,660 

16,194 
17,314 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2025年3月期 2026年3月期

Sier系
メーカー系
ユーザー系

（26.9％)

（29.7％)

（43.4％)

（32.7％)

（30.6％)

（36.7％)

(百万円)
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次に、契約先別売上高についてご説明いたします。SIer 系は、金融向け案件が好調に推移し、56 億 6,000 万

円と 29.7 パーセントの増加。メーカー系は、公営競技・スポーツ振興くじ向けが堅調に推移し、53 億 200

万円と 10.4 パーセントの増加。直接受注のユーザー系は、前期に国税庁の大型案件が発生した反動により、

63 億 5,100 万円と 9.6 パーセントの減少となりました。

△ 11
△ 53 △ 22

2,014

1,836

266

2025年3月期 2026年3月期
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4-6. 営業利益の増減要因分析（対前年同期比）

売上高増加に
伴う増益

販管費の増加に
よる減益

不採算
プロジェクトの

増加 原価率の
悪化等

(百万円)
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• 人材育成・確保の一環として積極的に賃上げや採用増を実施したことにより、販管費の増加および原価率の悪化となった
不採算プロジェクトも一部発生した一方で、売上高の増加がこれら減益要因を上回り、前期比で増益を達成した

当連結累計期間の営業利益について、前期からの増減要因をご説明いたします。要因といたしましては、金融

向け、公営競技・スポーツ振興くじ向けなどにおける売上高の増加による増益が 2 億 6,600 万円、不採算プ

ロジェクトの発生による減益が 1,100 万円、賃上げなどの人的資本への投資や採用費などによる販管費の増加、

及び原価率の悪化による減益がそれぞれ 5,300 万円、2,200 万円挙げられます。以上により、営業利益は 20

億 1,400 万円となり、前期から 1 億 7,700 万円の増加となりました。
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4-7. 株主還元

• 安定した企業成⾧と還元のバランスを取り、企業価値向上を実現する「安定配当」と「還元施策」

株主優待

配当方針

安定的な配当の継続を基本とし、
配当性向35%以上

を目標とします。

（円）
■1株あたり配当金

※2022年度に株式分割（1株→2株）を実施、上記は分割を考慮して算出しています。

■一株あたり当期純利益

51.00 

67.91 

90.28 93.17 

107.90 110.03 

16 25 28 33 37 39
12

0

20

40

60

80

100

120

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2027年3月期(予想)

記念
配当 保有株式数に応じて

500円～3,000円相当の
クオカードを贈呈。

（6,000株以上保有の株主様には
オリジナルカレンダーも進呈）

-138百万円223百万円907百万円--自己株取得

----440百万円-自己株消却
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次に、株主還元についてご説明いたします。2022 年 3 月期以降、当社は 5 期連続で親会社株主に帰属する当

期純利益の過去最高を更新しています。また、資本効率性向上のため、この期間において 3 回の自己株式取

得を実施し、弾力的な株主還元をしております。

当社は、大規模な設備投資を必要としない SIer 企業であり、安定したキャッシュフローを創出できる体質で

す。そのため、安定した利益の創出と株主への還元は企業価値向上に不可欠と考えています。今後も、堅実な

M&A 等の実施を行いつつ、資金状況に応じて自己株式取得を断続的に検討してまいります。

今年度の配当金につきましては、前年度より 4 円増配し、1 株当たり 37 円といたしました。利益の大きな成

長に伴い、配当性向自体は 34.3 パーセントと前期より 1.1 ポイント減少したものの、1 株あたり当期純利益

は利益成長を上回る水準で推移しています。また、次年度の配当金につきましては、今年度より 2 円増配し、

1 株あたり 39 円、配当性向 35.4 パーセントを予定しております。個人株主が多い株主構成であるため、株

主優待も継続して実施しております。事業成長と株主還元のバランスを取りながら、安定した還元の実現を目

指してまいります。
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4-8. 2027年3月期 業績予想（連結）

• コア事業の拡大やAI・クラウドなど先端技術を活用したサービスの拡大により、売上高は約3.4％の伸⾧を見込む
• 「人材・組織力の強化」の施策として継続した賃上げや新人・中途採用の強化など人的資本への投資を推進
• 通期計画では６期連続して増収増益を目指す

2027年3月期2026年3月期
予想実績

増減率売上比金額売上比金額

3.4100.017,900100.017,314売上高

8.124.64,40923.54,077売上総利益

9.512.62,25911.92,063販管費

6.812.02,15011.62,014営業利益

7.212.22,19011.82,043経常利益

3.312.22,19012.22,120税金等調整前当期純利益

1.98.61,5408.71,511親会社株主に帰属する当期純利益

(百万円, %)
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続きまして、今期の見通しについてご説明いたします。不安定な国際情勢に伴う原材料やエネルギー価格の高

騰、円安進行による物価上昇など、景気の先行きは依然として不透明な状況にありますが、クラウドや生成

AI などをはじめとする先端 IT 技術を活用した DX の推進など、社会課題解決に向けた IT 投資が引き続き堅

調に推移していくと考えております。

このような経営環境下におきまして、当社グループは、2024 年 4 月からの中期経営計画「Growing Value 

2026」を推進しております。中期経営計画の 2 年目である 2026 年 3 月期においても、過去最高の売上高及

び利益を更新しており、順調な成長を実現することができました。2027 年 3 月期につきましては、売上高は

前期比で 3.4 パーセント増の 179 億円を、営業利益は前期から 6.8 パーセント増の 21 億 5,000 万円を予想

しております。人材確保の一環として、賃上げや教育施策の拡充、働きやすさのためのオフィス環境整備等の

投資を積極的に実施いたしますが、提供価値の向上や生産性の向上により収益性を向上させ、営業利益率は 0.4

ポイント改善して 12 パーセントを見込んでおります。
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4-9. 中期経営計画の進捗及び受注残高の状況

(百万円, %)
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16,194

17,314

17,900

2025/3（実績） 2026/3（実績） 2027/3（予想）

中計財務目標（2027/3期）
売上高173億円 営業利益20億円 営業利益率11.5％ ROE20％以上

1,836

2,014

2,150

2025/3（実績） 2026/3（実績） 2027/3（予想）

1年前倒しで達成

47.0%

40.4%

45.8% 24.1% 24.2%

21.5%

2025/3（実績） 2026/3（実績） 2027/3（予想）

売上高・受注残比率 営業利益 ROE
目標水準以上を維持

中期経営計画「Growing Value2026」
• １年前倒しで、財務目標を達成。最終年度は、さらなる成⾧を目指す

11.3%

11.6%

12.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

20％

最後に、当社の中期経営計画「Growing Value 2026」の進捗状況をご説明いたします。2 年目となる 2026

年 3 月期の実績ですが、中期経営計画 3 年目の収益性に関する財務数値について、売上高、営業利益、営業

利益率ともに 1 年前倒しで達成しました。また、成長と還元のバランスを取りつつ、ROE についても目標水

準以上を維持しております。

当社では、独自の提供価値を高めて生産性向上に取り組んでおります。その指標となる一人あたりの売上高、

営業利益の KPI についても、中期経営計画の最終年度の目標数値を達成している状況です。今期の期初にお

いて、今期の売上予想に対してすでに受注している割合を示す受注残高比率は、過去に比べても高い水準となっ

ており、引き続き好調な受注環境を維持しています。当社の企業価値の源泉である人的資本投資に注力しつつ、

データに着目した事業展開を継続して、最終年度は、当初の中期経営計画をさらに上回る事業成長を目指して

まいります。

以上をもちまして、2026 年 3 月期決算説明会を終了させていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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